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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第109期

第１四半期
連結累計期間

第110期
第１四半期
連結累計期間

第109期

会計期間
自 平成27年１月１日

至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日

至 平成28年３月31日

自 平成27年１月１日

至 平成27年12月31日

売上高 （百万円） 98,022 82,169 378,645

経常利益 （百万円） 27,218 10,472 101,110

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

（百万円） 20,443 6,355 76,190

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 11,224 260 51,798

純資産額 （百万円） 337,930 364,369 371,298

総資産額 （百万円） 401,886 419,419 429,080

１株当たり四半期(当期)純利益金額 （円） 220.53 68.56 821.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 83.9 86.7 86.3
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という）は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

４ 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におきましては、欧州では頻発するテロにより海外旅行客の減少及び消費者マインドの冷え込みが

懸念され、景気先行きの不透明感が一層強まるところとなりました。米国では昨年より続いていた製造業の生産活

動の悪化にブレーキがかかり就業者数も着実に増加した一方で、エネルギー価格の不安定な動きから足許の個人消

費は減速感が強まりました。

国内におきましては、海外経済の減速や昨年末以降の円高進行に伴い輸出と生産が停滞したほか、個人消費も弱

含みが見られ景気の腰折れ懸念も出ており踊り場局面が続いています。

このような状況のもと、当社グループは、「人と自然のふれあいの中で、新しい価値を創造し、健康とよろこび

に貢献する。」を使命に、健康志向や環境保全意識の高まりといった追い風の中、こころ躍る製品づくりを通じ、

より豊かな自転車ライフ・フィッシングライフのご提案をしてまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は82,169百万円（前年同期比16.2％減）、営業利益は

16,080百万円（前年同期比30.7％減）、経常利益は10,472百万円（前年同期比61.5％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は6,355百万円（前年同期比68.9％減）となりました。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

① 自転車部品

欧州、北米市場ともに暖冬に恵まれ、第１四半期の店頭販売は順調に推移しました。欧州における完成車市場

在庫は適正レベルを維持しております。北米においては在庫はやや高めに積み上がっているものの、上半期中に

は適正化する模様です。

一方、昨年スポーツタイプ自転車の店頭販売の伸びが鈍化した中国市場においては、高いレベルの市場在庫が

続きましたが徐々に適正水準への調整が進んでいます。他の新興国市場においては東南アジアの店頭販売は引き

続き好調を維持しているものの、南米においては景気減速や通貨安の影響を受け低調な推移となりました。

日本市場においてはスポーツタイプ自転車の販売こそ横這いで推移したものの、市場在庫はやや高めとなって

います。軽快車の店頭販売は昨年来の円安による値上げの影響から低調に推移しております。

このような状況のもと、第１四半期の売上は当初予定を達成することができました。

この結果、当セグメントの売上高は65,282百万円（前年同期比20.3％減）、営業利益は14,458百万円（前年同

期比34.4％減）となりました。

 

② 釣具

国内市場においては、年初から天候が安定したこともあり市場の動きも堅調に推移しました。第１四半期全体

では国内販売は順調にスタートすることができ、売上は前年を上回る結果となりました。

一方、海外市場においては、アジア市場こそ景気減速観が鮮明になった中国市場を除き概ね堅調に推移したも

のの、北米市場でのリール・ロッドの販売不振に加え欧州市場では国による景況感の差が販売実績に顕れること

となり、総じて販売は振るわない結果となりました。

このような状況のもと、第１四半期の売上は好調な国内販売が海外販売の不振を補い前年を上回りました。

この結果、当セグメントの売上高は16,796百万円（前年同期比5.0％増）、営業利益は1,640百万円（前年同期

比37.0％増）となりました。

 

③ その他

当セグメントの売上高は90百万円（前年同期比6.5％増）、営業損失は19百万円（前年同期は営業損失37百万

円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における資産は419,419百万円（前連結会計年度比9,661百万円の減少）となりま

した。これは、建設仮勘定が4,406百万円、受取手形及び売掛金が1,648百万円それぞれ増加し、現金及び預金が

11,170百万円、投資有価証券が1,855百万円、建物及び構築物が1,302百万円それぞれ減少したこと等によるもの

です。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債は55,049百万円（前連結会計年度比2,732百万円の減少）となりま

した。これは、その他流動負債が2,683百万円増加し、未払法人税等が6,463百万円減少したこと等によるもので

す。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は364,369百万円（前連結会計年度比6,928百万円の減少）となり

ました。これは、為替換算調整勘定が4,781百万円、その他有価証券評価差額金が1,280百万円それぞれ減少した

こと等によるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループが支出した研究開発費の総額は3,116百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 262,400,000

計 262,400,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年５月12日)

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協会名

内容

普通株式 92,720,000 92,720,000
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数

100株

計 92,720,000 92,720,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

 

(百万円)

資本金残高

 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成28年１月１日～
平成28年３月31日

― 92,720 ― 35,613 ― 5,822
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社シマノ(E02257)

四半期報告書

 5/16



 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成27年12月31日現在で記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成27年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－
株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式 普通株式 16,500

完全議決権株式（その他）  普通株式 92,640,600 926,406 同上

単元未満株式  普通株式 62,900 － 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数  92,720,000 － －

総株主の議決権 － 926,406 －
 

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式14株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

（自己保有株式）      

株式会社シマノ 堺市堺区老松町３丁77番地 16,500 － 16,500 0.02

計  16,500 － 16,500 0.02
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、清稜監査法人により四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 190,210 179,039

  受取手形及び売掛金 36,918 38,567

  商品及び製品 33,635 32,751

  仕掛品 20,065 18,810

  原材料及び貯蔵品 5,916 5,650

  繰延税金資産 3,556 3,123

  その他 6,230 7,228

  貸倒引当金 △247 △321

  流動資産合計 296,287 284,850

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 44,081 42,778

   機械装置及び運搬具（純額） 22,824 23,290

   土地 13,409 13,336

   リース資産（純額） 57 52

   建設仮勘定 15,735 20,141

   その他（純額） 5,804 5,614

   有形固定資産合計 101,913 105,213

  無形固定資産   

   のれん 2,501 2,337

   ソフトウエア 4,865 4,993

   その他 5,545 5,377

   無形固定資産合計 12,913 12,708

  投資その他の資産   

   投資有価証券 14,058 12,203

   繰延税金資産 903 1,556

   その他 3,472 3,355

   貸倒引当金 △468 △468

   投資その他の資産合計 17,966 16,646

  固定資産合計 132,793 134,569

 資産合計 429,080 419,419
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 11,392 12,252

  短期借入金 7,954 8,673

  未払法人税等 12,252 5,789

  繰延税金負債 126 59

  賞与引当金 1,873 1,900

  役員賞与引当金 216 54

  その他 17,083 19,766

  流動負債合計 50,899 48,495

 固定負債   

  長期借入金 2,068 1,811

  繰延税金負債 1,333 1,267

  退職給付に係る負債 2,737 2,734

  その他 744 740

  固定負債合計 6,883 6,553

 負債合計 57,782 55,049

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 35,613 35,613

  資本剰余金 5,823 5,823

  利益剰余金 311,244 310,415

  自己株式 △90 △90

  株主資本合計 352,591 351,762

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 3,772 2,491

  為替換算調整勘定 14,021 9,239

  その他の包括利益累計額合計 17,793 11,731

 非支配株主持分 913 876

 純資産合計 371,298 364,369

負債純資産合計 429,080 419,419
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 98,022 82,169

売上原価 57,429 49,270

売上総利益 40,592 32,899

販売費及び一般管理費 17,400 16,819

営業利益 23,191 16,080

営業外収益   

 受取利息 336 328

 受取配当金 82 61

 為替差益 3,653 －

 その他 82 127

 営業外収益合計 4,155 516

営業外費用   

 支払利息 69 42

 為替差損 － 5,886

 その他 59 195

 営業外費用合計 128 6,124

経常利益 27,218 10,472

特別損失   

 工場建替関連費用 85 8

 特別損失合計 85 8

税金等調整前四半期純利益 27,132 10,464

法人税、住民税及び事業税 6,077 3,706

法人税等調整額 567 382

法人税等合計 6,645 4,089

四半期純利益 20,487 6,374

非支配株主に帰属する四半期純利益 43 18

親会社株主に帰属する四半期純利益 20,443 6,355
 

EDINET提出書類

株式会社シマノ(E02257)

四半期報告書

10/16



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年３月31日)

四半期純利益 20,487 6,374

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 983 △1,280

 為替換算調整勘定 △10,246 △4,833

 その他の包括利益合計 △9,262 △6,113

四半期包括利益 11,224 260

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 11,217 293

 非支配株主に係る四半期包括利益 7 △33
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【注記事項】

(会計方針の変更)

(「企業結合に関する会計基準」等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として

計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
 至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
 至 平成28年３月31日)

減価償却費 3,686百万円 3,777百万円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月26日
の定時株主総会

普通株式 4,866 52.50 平成26年12月31日 平成27年３月27日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年１月１日 至 平成28年３月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月29日
の定時株主総会

普通株式 7,184 77.50 平成27年12月31日 平成28年３月30日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額自転車部品 釣具 その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 81,940 15,996 85 98,022 － 98,022

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 81,940 15,996 85 98,022 － 98,022

セグメント利益又は損失（△） 22,032 1,197 △37 23,191 － 23,191
 

(注)　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

調整額
四半期連結
損益計算書
計上額自転車部品 釣具 その他 計

売上高       

外部顧客への売上高 65,282 16,796 90 82,169 － 82,169

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － －

計 65,282 16,796 90 82,169 － 82,169

セグメント利益又は損失（△） 14,458 1,640 △19 16,080 － 16,080
 

(注)　セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
 至 平成27年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
 至 平成28年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 220円53銭 68円56銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

20,443 6,355

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

20,443 6,355

普通株式の期中平均株式数(千株) 92,704 92,703
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年５月４日

株式会社シマノ

取締役会  御中

 

清稜監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士     加 賀 谷 剛     印

 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士     舩 越 啓 仁     印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シマノ

の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年１月１日から平成28

年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年１月１日から平成28年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シマノ及び連結子会社の平成28年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビュー対象には含まれていません。
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